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１．研究計画の概要 
（１）波動方程式およびキルヒホフ方程式に
対する初期値問題の時間大域解の存在定理
さらに散乱問題の研究。 
（２）ストークス方程式に対する初期値問題
の解の L^p―L^q 評価を導くのが目標。 
（３）ｐ－ラプラシアンに対応する波動方程
式およびキルヒホフ方程式に対する初期値
問題の時間大域解の存在定理さらに散乱問
題の研究。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）摂動された波動方程式に対する初期値
問題の解の時間減衰。 
（２）空間１次元における摂動されたキルヒ
ホフ方程式に対する初期値問題の時間大域
解の存在定理および散乱問題の解決を導く
ために、特性曲線の方法を用いて解の評価を
行った。 
（３）空間多次元における摂動されたキルヒ
ホフ方程式に対する初期値問題の時間大域
解の存在定理を導くための十分条件して、初
期値が積分可能であるという検証が簡単な
条件を発見した。多次元の場合は１次元の場
合と違った証明方法を用いた。 
（４）（３）と同様な設定の下で摂動された
キルヒホフ方程式に対する散乱問題の考察
が可能になった。すなわち摂動されたキルヒ
ホフ方程式とフリーなキルヒホフ方程式の
間の非線形な波動作用素およびその逆作用
素の存在が積分可能条件の下で可能になっ
た。 
（５）空間多次元における摂動されたキルヒ
ホフ方程式に対する初期値の積分可能条件

を検証する場合、ハミルトン流がノントラッ
ピング条件を満たすことが重要である。この
条件の下では、摂動された波動方程式とフリ
ーの波動方程式の間の波動作用素を用いる
ことが出来て、積分可能条件を検証が容易に
なる。 
（６）半空間におけるストークス方程式に対
する初期値―境界値問題は、境界条件がディ
レックレイおよびノイマン条件の場合に研
究がなされているが、一般の境界条件につい
てはあまり研究がなされていない。境界条件
をより一般的することによって、よりこの問
題の本質が見えてくる。この場合ラプラス逆
変換の計算が初期値―境界値問題の解の L^p
―L^q 評価を導くのに有効に働く。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
今回の研究課題において、摂動された波動方
程式、空間１次元および多次元における摂動
されたキルヒホフ方程式およびストークス
方程式についての考察は予定通り結果が得
られたが、ｐ－ラプラシアンに対応する波動
方程式およびキルヒホフ方程式に対する考
察は今後の課題である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
次年度が最終年度で、ｐ－ラプラシアンタイ
プの波動方程式およびキルヒホフ方程式に
ついての考察を行う。 
（１）空間１次元におけるｐ－ラプラシアン
タイプの波動方程式に対する初期値問題の
ソボレフ空間での時間局所解の存在定理は



すでに得られている。また空間多次元におけ
るｐ－ラプラシアンタイプの波動方程式に
対する初期値問題のジュブレイ空間での時
間局所解の存在定理は得られている。 
（２）今後の課題は空間多次元におけるｐ－
ラプラシアンタイプの波動方程式およびキ
ルヒホフ方程式に対する初期値問題のソボ
レフ空間での時間局所解の存在定理の証明
さらに時間大域解および散乱作用素の存在
証明である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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